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今後の見通しはどうなっているの？

上下水道審議会とは？

みんなで支える、未来の上下水道
私たちが毎日当たり前に使っている水。その裏側では、安定した供給と処理を支えるために多くの施設
と人が働いています。
市では、市民の皆さんがこれからも上下水道を安心して利用できるよう、管路や施設の適切な更新計画、
将来を見越した財政計画を立て、その実現に向けた最適な方法を検討していきます。
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上下水道の「課題」
管路と施設の老朽化

人口の変化

費用と収入のバランス
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これまでご紹介したとおり、水をき
れいにしたり、汚水を処理したりす
るためには、たくさんの施設が必要
です。

その一方で、人口が減ることで使用
料などの収入は減少していきます。
この状況は、これからの上下水道事
業の運営にとって大きな課題です。

市の人口は、少子化により少
しずつ減っていくことが見込
まれています。
人口が減ると、水道や下水道
を使う人も減ってしまうた
め、水道料金や下水道使用料
の収入が少なくなることが見
込まれます。

エネルギー価格や資材価格の高騰、
そして人件費の上昇により、維持管
理の費用は増えていきます。

お財布の状況が健全でないと、安全で安心な水を
作ることや、適切な汚水処理ができなくなって
しまいます。「どうすればこれからも安心して水
を使えるのか？」「これまでと同
じ料金でまかなえるのか？」と
いったとても重要なことを話し
合い、決めるために「上下水道
事業審議会」を立ち上げます。

市では、水道ビジョン、下水道ビジョンの中で今
後のお財布の見通しを示しています。
このグラフからわかるように、人口減少により料
金収入が伸びず、維持管理や施設の更新のための
費用が増えていき、収入額が支出額に追いつかな
い状態が続く見込みです。
さらに、近年の物価や人件費の上昇により、実際

財布」の現状や、将来の課題についてじっくりと
話し合います。
そして、話し合いの結果を踏まえて、今後の上下
水道事業の進め方を決めていきます。
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いま、日本全国で施設の老朽化によ
る水道管の破裂や陥没事故が相次い
でいます。
本市にある上下水道施設は昭和40年
代から50年代までに建設されたもの
が多く、老朽化への対応とともに耐
震化を進める必要があります。

老朽化による事故を防ぐために、計
画的に設備の点検をしたり、古くなっ
たものを新しいものに交換したりす
る必要があります。
更新が必要な施設はこれから増えて
いくため、それにかかる費用も今後
増えていく見込みです。

施設の老朽化と事故のリスク

安全を守るために

に工事にかかる費用は、グラフに示されているよ
りも高くなる可能性があります。

今後かかる費用をできるだけ正確に把握するた
め、令和７年度から８年度にかけて、さらに詳し
い計算（シミュレーション）を行います。

審議会では、学識経験者や地域の使用者といった
さまざまな立場の人が集まり、市の上下水道の「お

より正確な見通しのために

審議会の役割

皆さんへの影響について
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〈第2次那須塩原市総合計画後期基本計画より〉

もしかしたら、水道料金や下水道使用料にも影響
があるかもしれません。
これは、将来にわたって安定した
上下水道のサービスを提供してい
くために、どうしても必要になる
可能性があるからです。

▲腐食した下水道管 ▲老朽化した下水道管を
　再生する工事 ▲鳥野目浄水場_躯体の内部施工の様子
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